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健
や
か
に
育
つ

こ
と
を
願

五
月
五
日
は

イ園、一

言忌:広報� 

d〆

⑨⑧⑨ 	
⑨⑧ 

5月子供の人権を重んじ、子供の幸福をはかることを趣旨に、� 

5日が子供の日として制定されました。

日ごろ、仕事などで忙しいお父さん、お母さん、 この日を機会

にもう一度子供たちの声に耳を傾けてみてはいかがですか。� 

(世帯数) 2，012戸� (人口)男� 3，576人女�  3，869人計�  7，445人� (平成6年� 3月末日現在) 

(出生)男� 3 女2 言十5 死亡)男� 5 女2 計7 転入)男� 13女8 計21 転出)男� 12女10計22

て
ノ

子
供
の
日

ーコ


広報かつうら� 5月号第287号平成6年� 5月1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEL (08854)2-2511 (代) FAX2-3028
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3月定例議会で 平成� 6年度

ー般会計当初予�  
が議決されました� 

入ってくるお金 40億4，129万円

〈自主財源(16.3%)) 依存財源� (83-.-7%)) 

町 税
国

庫

支

出

金

県支出金� 町 債� 

3憶� 7億 の

9，865万円� 9，710万円� 

分担金・負担金
¥ J  

財 産収入

ヲ~士也� 方 J仁 付� 手足

その 他
17憶4，396万円(使用料・寄附・繰

入・繰越・諸収入) (43.2%) (9.9%) (19.7%) 他
6憶6，041万円� 

(16.3%) 

1憶1，691万円� (2.9%) 

使うお金 40億4，129万円

蟻 総 手話 費� 
民生費�  衛 農林水産業費� 土木費�  教育費 公債費�  そ

4
2 7憶9，695万円

4憶� 生 9憶� 4億� 3憶� 5憶� の

(19.7%) 8，388万円� 2，638万円� 7，333万円� 9，423万円� 1，070万円� 
(12.0%) (22.9%)
費� (11 .7%) (9.8%) (12.6%)
費 イ也

出 入

図

6，323万円� ( 1.6%) 1f意9，062万円� (4.7%) 

し
て
は
、
畜
産
環
境
対
策
事
業

費
に
四
億
六
百
万
円
、
勝
浦
中

学
校
大
規
模
改
造
事
業
費
六
千

八
百
万
円
、
徳
島
東
部
広
域
農

道
整
備
事
業
に
七
千
万
円
、
集

落
環
境
基
盤
整
備
事
業
に

一
億

二
百
万
円
な
ど
で
、
勝
浦
町
新

総
合
計
画
に
基
づ
き
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
度
の
主
な
事
業
と

歳

千
四
百
万
円
で
前
年
度
に
比
べ

二
・
二
%
増
加
え
、
地
方
税
、
分

担
金
・
負
担
金
、
財
産
収
入
な

ど
の
自
主
財
源
の
構
成
比
は
十

六
・

三
%
で
、
前
年
比
十

一

O
%
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

る
地
方
交
付
税
が
、
十
七
億
四

歳
入
総
額
の
約
半
分
を
占
め

歳

約
四
十
億
四
千
百
二
十
九
万
円

で
、
前
年
度
と
比
べ
約
五
千
百

二
十
七
万
円

(一

・
三
%
)
の

増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
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@ 一般会計当初予算の推移 ① 性質別歳出

2年度

3年度� 

4年度� 

5年度� 

6年度� 

鴻� 8，凶万円(�  

32億� 5，931万円� 

38億� 6，757万円� 

39億� 9，002万円� 

40億� 4，129万円� 

(対前年度増減率) 

(21 .4%) 

(17.0%) 

(18.7%) 

(3.2%) 

(l.3%) 

投資的経費�  38.0% 

普通建設事業費� 13億� 9，420万円� 34.5% 

災害復旧費 lf;意 4，251万円� 3.5% 

消費的経費�  62.0% 

L一一」 ー

人 件 費� 8f:意 6，217万円� 21.4% 

公 {責 費� 5億� 1，086万円� 12.6% 

物 イ牛 費� 3億� 4，800万円� 8.6% 
補助費等�  2億� 8，635万円� 7.1% 

扶 助 費� 2億� 6，202万円� 6.5% 
繰 出 金� 1億� 4，397万円� 3.6% 

予 {庸 費� 2，000万円� 0.5% 

維持補修費�  1，852万円� 0.5% 
貸 付 金� 

1，398万円� 0831%同96
投資及び出資金� 523万円� O. 

積 立 金� 3，350万円� O. 

主な使いみち� 

固
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H H H
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H H H

H

H H H

H H

H H

総 務 費 |

H H H・企画開発事業・� ・・.....・� ・..…………� 900万円

・横瀬橋架替周辺対策事業積立金……� 3，000万円

民生費|

-老人保健特別会計繰出金…...・ ・..…� 4，300万円H

H H・老人福祉費...・ ・..…...・� ・..…………� 25，700万円

・児童福祉費...・ ・.....・� ・.....・� ・...・� ・.� 4，200万円

・同和対策事業費...・� ・...・� ・.....・� ・� 800万円

衛生費|

・勝浦病院繰出金…....・� ・..…...・� ・....� 7，000万円

・簡易水道特別会計繰出金…...・� ・..…� 1，300万円

・合併浄代槽推進費…...・� ・....・� ・-…・・� 1，200万円

・清掃費…...・� ・.....・� ・・・..…...・� ・..� 7，900万円H H H H H

商工費|�  

-商工振興費………...・・..……………� 700万円H

-観光費…・…......・.....…・….....・ ・…・� 1，200万円H

農林水産業費|

H H H・花嫁花婿対策費…………....・� ・・・� 360万円

-土地改良事業...・ ・.....・� ・..…...・� ・..� 5，700万円H H H

H H 万円000，7・.H.・・...・・広域農道整備事業費……� 

・農免農道整備事業費…....・� ・.....・� ・.� 3，100万円H H

H H・畜産環境対策事業費...・・...・� ・..…� "40，600万円

・集落環境基盤整備事業...・� ・・・...・・� 10，200万円

・農業集落排水特別会計繰出金...・� ・..� 5，200万円

・林業費...・ ・・・.....・� ・..…...・� ・..…� 6，800万円H H H H H

戸、、、

土木 費|

・町単道路改良事業...・� ・..……� ・・...� 7，600万円

・県単道路改良事業…...・� ・.....・� ・..…� 7，900万円

・国補道路改良事業……...・� ・.....・� ・"17，000万円

・河川費……...・� ・・・.....・� ・.....・� ・..� 8，300万円H H H H H

消防 費|

・非常備消防費...・ ・.....・� ・・・..……� 2，000万円H H H H

教育費|

・奨学資金等貸付費…...・� ・..…………� 1，000万円H

-義務教育費…...・� ・.....・� H ・......・ ・..… 10，300万円H H

・社会教育費'"・・・・..………...・� ・..� 6，300万円H H H H

H H H H H H・学校給食費...・ ・・・..…...・� ・・・..� 4，700万円

固
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次のとおり、保育所の

勝浦町 

臨時保母募集


臨時保母の募集をします。

田中宏美 さん 吉岡伸治 くん

(坂本) (掛谷)

期間 平成6年7月~平成7年3月� 

賃金 1日� 7，000円(手当あり)

受付 5月15日までに、役場住民福祉課

(電話 2-2511) へ履歴書をご持

参ください。� 

平
成
五
年
度
、
朝

桐

奨

学

賞

に

吉
岡
伸
治
く
ん
と
田
中
宏
美
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
名
誉
町
民
・
故
朝
桐

猪
平
先
生
の
尊
い
ご
遺
志
を
永
久
に

残
す
た
め
、
ご
遺
族
か
ら
寄
付
さ
れ

た
資
金
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
毎

年
勝
浦
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の

中
で
、
学
業
や
人
物

が
優
秀
で
心
身
と
も

に
健
全
な
方
に
贈
ら

れ
て
い
ま
す
。

憲 j去 週 間 行 事� 

O

と
お
り
で
す
。

八
八
六
1

五
二
|
=
二
四
一

憲
法
週
間
行
事
と
し
て
、
徳
島
に
お
い
て
も
次
の
と

お
り
記
念
行
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

一
、
無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

十
時

1
午
後
三
時

日

時

五

月

十

日

ω
午
前

場
所
徳
島
地
方
(
家
庭
)
裁
判
所
(
徳
島
市
)

・
相
談
内
容
は
、
金
銭
、
借
地
・
借
家
、
交
通
事
故
、
家

事
、
登
記
、
戸
籍
、
人
権
な
ど
法
律
上
の
問
題
で
す
。

二
、
講
師
の
派
遣

各
種
団
体
か
ら
講
演
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
講
師
を

派
遣
し
ま
す
。

三
、
裁
判
所
の
見
学
、
裁
判
の
傍
聴

土
曜
日
、
日
曜
日
、
休
日
以
外
は
い
つ
で
も
結
構

で
す
が
、
団
体
の
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
徳
島
地
方
裁
判
所
の
所
在
地
及
び
電
話
番
号
は
次
の

T
E
L 平成6年度

各地区新区長決まる.
1f

平成� 6年度の各地区の新区長が決

まりました。この� 1年間、お忙しい

ことと思いますが、町行政へのご協

力よろしくお願いいたします。� 

徳
島
市
徳
島
町

一
丁
目
五
番
地 

t也区 区 長 電話

石 原 坪内清次郎� 2-3139 

沼江 毎木 進� 2-2104 

ρ7、山 吉平利雄�  2-3732 

話ト 谷 河内徳男�  2-2158 

山 西 南 昭� 2-3005 

黒岩 小西文市�  2-2465 

。 田岡 ヌよ決L 2-3385 

中 角 武田 寛� 2-3341 

星谷 国清 柴� 2-3051 

生名 清水 秀治� 2-4083 

久 国 福井笹男�  2 -211 1 

棚里子 津 直行� 2-3576 

立� )11 堀 正昭� 2-3925 

中 山 栗城 尭� 2-2829 

横瀬 日下 敏夫� 2-2117 

与川内 神子 目券 2-2772 

坂本 新居雄彦�  2-3645 

春の行政相談週間 


五
月
二
十
二
日
制
か
ら
二
十
八
日
凶
ま
で
の
一

週
間
は
、
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
庁
が
行
政
相
談
制
度

を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
地
元
行
政
相

談
委
員
が
主
催
し
て
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
苦

情
や
要
望
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
こ
の
機
会
を
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

当
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、

次
の
方
で
す
。

氏

名

中

村

芳

生

住

所

大

字

沼

江

電

話

二 

|
三
一
一
三

行
政
相
談
所

・
日
時

平
成
六
年
五
月
十
三
日
倒

午
前
十
時

1
午
後
三
時

-
場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

-
参
加
予
定
機
関

行
政
相
談
委
員
、
人
権
擁
護
委
員

平
成
五
年
度

朝
桐
奨
学
賞
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家
事
は

お
母
さ
ん
の
仕
事
?

「も 

。
な
ん
で
私
が
こ
ん
な
こ

私
は
何
も
言
え
な
か

っ
た
。
初
め

と
せ
ん
と
い
け
ん
の
4

の
方
の
言
葉
は
、
い
つ
も
の
こ
と
で

と
、
お
風
呂
の
掃
除
を
し
な
が
ら
思

聞
き
飽
き
て
い
た
け
れ
ど
、
最
後
の

痴
を
こ
ぼ
す
。

言
葉
に
ズ
キ
ン
と
き
た
。
私
は
今
ま

「
こ
う
い
う
こ
と
は
大
体
お
母
さ

で
母
を
何
だ
と
思

っ
て
い
た
の
だ
ろ


ん
が
す
る
も
の
だ
。
私
は
私
で
色
々

う
。
簡
単
に
考
え
て
み
る
と
、
私
に


忙
し
い
の
に
己

と
っ
て
母
は
「
母
親
」
で
私
の
「
保


と
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
く
る
。
忙
し
い

護
者
」
だ
。
で
も
何
か
ま
だ
た
り
な


と
い
っ
て
も
、
こ
の
夏
休
み
の
問
、

い
気
が
す
る
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
、


受
験
生
で
も
あ
る
私
は
勉
強
ら
し
い

今
ま
で
口
に
出
し
て
言
っ

た
こ
と
は


勉
強
を
し
た
覚
え
が
な
い
し
、
朝
起

な
か

っ
た
け
れ
ど
、
私
は
心
の
中
で


き
る
の
も
遅
く
、
遊
ん
で
ば
か
り
い

ひ
そ
か
に
「
全
部
の
家
事
を
引
き
受


た
。
家
事
の
手
伝
い
も
、
そ
ん
な
に

け
て
く
れ
る
人
」
と
思

っ
て
い
た
。


し
た
と
は
思
わ
な
い
。
母
は
こ
ん
な

こ
ん
な
こ
と
を
思

っ
て
い
た
自
分
を


私
を
見
て
言

っ
た
。

改
め
て
知
り
、
今
ま
で
の
自
分
を
反


「
あ
ん
た
、
少
し
は
手
伝
い
を
し

省
し
た
。

な
さ
い
。
毎
日
毎
日
食
べ
て
ば

っ
か

私
も
あ
と
二
十
年
も
す
れ
ば
、
結

り
で
、
洗
濯
も
掃
除
も
み
ん
な
お
母

婚
し
て
、
子
供
が
い
る
か
も
し
れ
な

さ
ん
が
し
て
る
の
よ
。
お
母
さ
ん
を

い
。
も
し
、
そ
の
子
供
が
、
今
ま
で

何
だ
と
思

っ
て
る
の
己

の
私
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
と
し
た

ら
、
母
の
立
場
に
あ
る
私
は
、
あ
ま

り
い
い
気
は
し
な
い
と
思
う
。
掃
除
、

洗
濯
、
食
事
の
準
備
と
そ
の
後
片
付

け
、
な
に
か
ら
な
に
ま
で
、
任
せ
ら

れ
る
の
は
嫌
だ
。
私
も
就
職
し
て
い

た
と
す
れ
ば
、
絶
対
に
家
族
の
手
伝

い
が
必
要
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
私
も

母
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
子
供
に
言

う
だ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
「
お
母
さ
ん

を
何
だ
と
思

っ
て
る
の
己
と
聞
い
て

み
よ
う
と
思
う
。
そ
し
て
、
家
事
だ

け
を
す
る
た
め
に
あ
る
よ
う
な
道
具

と
は
違
う
、
「

一
人
の
人
間
」
だ
、
と

い
う
こ
と
を
分
か

っ
て
も
ら
い
た
い
。

あ
の
時
の
母
の
気
持
ち
が
、
立
場

を
換
え
て
考
え
て
み
て
や

っ
と
分
か

っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
家
庭
で
は
、
家
事
を

家
族
の

一
人

一
人
に
分
担
し
て
い
る

と
い
う
。
そ
れ
は
、
当
た
り
前
の
こ

と
で
、
「
手
伝
う
」
と
い
う
よ
り
は
、

「
自
分
の
役
割
り
を
果
た
す
」
と
い

う
こ
と
だ
そ
う
だ
。
前
の
私
に
は
こ

A
7

の
こ
と
に
納
得
で
き
な
い
と
思
う
け


ど、
 

の
私
は
全
く
同
感
だ
。
そ
の


家
の
家
政
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に


家
族
の
だ
れ
も
が
仕
事
を
す
る
。
と


て
も
自
然
だ
と
思
う
。


そ
れ
に
比
べ
て
、
私
の
父
は
家
事

を
何
も
手
伝
わ
な
い
。
畳
間
働
い
て

疲
れ
て
い
る
、
と
い
う
理
由
か
ら
だ
。

そ
ん
な
の
は
理
由
に
な
ら
な
い
と
思

う
。
な
ぜ
な
ら
、
母
は
朝
か
ら
主
婦

と
し
て
、

一
家
の
家
事
を
切
り
盛
り

し
て
い
る
の
だ
か
ら
。
父
も
そ
れ
は

知

っ
て
い
る
こ
と
な
の
に
、
当
然
だ

と
思

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ハ
メ
の
頭
に

は、
・
「
家
事
は
女
の
仕
事
」
と
い
う
固

定
概
念
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
母
に
家

事
を
全
部
押
し
つ
け
て
、
平
気
な
顔

し
て
い
る
父
。
こ
ん
な
光
景
を
見
て

い
る
と
、
威
張
れ
る
男
が
う
ら
や
ま

し
く
な
り
、
男
に
生
ま
れ
る
と
得
だ

な
あ
、
と
思
う
。

昔
か
ら
男
は
尊
敬
さ
れ
、
女
は
軽

べ
つ
さ
れ
て
き
た
。
漢
字
を
見
て
も

そ
れ
が
い
え
る
。
「奴
:・
し
も
べ
、
い

や
し
い
」
「
安
・:
や
す
ん
じ
る
」
「
妨

:
・
さ
ま
た
げ
る
」
女
へ
ん
の
つ
く
も

の
は
、
だ
い
た
い
悪
い
意
味
の
も
の

ば
か
り
だ
。
特
に
私
が
疑
問
を
持

っ

た
の
は
、
「
女
が
落
ち
つ
く
所
」
と
い

う
意
味
の
漢
字
が
「
嫁
」
と
な

っ
て

い
る
こ
と
だ
。
「
女
は
家
に
い
る
も
の
」

と
強
制
し
て
い
る
よ
う
で
、
女
で
あ

る
私
か
ら
し
て
み
れ
ば
、
納
得
で
き

な
い
。
確
か
に
今
で
も
父
の
よ
う
に

「
家
事
は
女
の
仕
事
」
と
だ
れ
も
が

少
し
は
思

っ
て
い
る
。
だ
け
ど
、
女

達
が
ど
ん
ど
ん
社
会
で
活
闘
す
る
よ

う
に
な

っ
た
今
で
は
、
こ
の
考
え
は

古
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
あ
る
お
ば

さ
ん
達
の
閣
で
こ
ん
な
会
話
を
聞
い

た
。

「
私
の
娘
は
、
外
で
働
き
た
い
か

ら
、
家
事
を
手
伝

っ
て
く
れ
る
男
の

人
で
な
い
と
結
婚
し
な
い
、
と
言

っ

て
た
わ
己

「
う
ち
の
息
子
に
は
、 

嫁
さ
ん

に
嫌
が
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
昔
か
ら

自
分
で
洗
濯
さ
せ
て
る
の
よ
己

私
は
こ
の
話
を
聞
い
て
、
面
白
い
と

思

っ
た
反
面
、
こ
れ
か
ら
は
重
要
な

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
と
思

っ
た
。 

の
日
本
は
、
「
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
」
が
で
き
、
女
で
も
男
と
対
等

に
社
会
に
通
用
す
る
時
代
だ
。
女
だ

か
ら
と
い

っ
て
、
家
に
し
ば
ら
れ
た

く
な
い
。
自
分
の
能
力
を
生
か
し
て
、

男
と
同
じ
よ
う
に
パ
リ
パ
リ
働
い
て

み
た
い
。
で
も
、
い
く
ら
対
等
に
、

平
等
に
と
い

っ
て
も
や

っ
ぱ
り
男
と

女
で
は
条
件
が
違
う
。
女
の
力
仕
事

ゃ
、
男
の
生
理
休
暇
な
ど
は
、
ど
う

し
て
も
無
理
な
こ
と
だ
。
こ
う
い
う

こ
と
は
、
お
互
い
に
両
性
の
持
性
を

よ
く
理
解
し
、
認
め
合

っ
て
、
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

そ
の
上
で
の
「
平
等
」
こ
そ
、
両
性

の
本
質
的
平
等
と
い
え
る
と
思
う
。

家
庭
の
中
に
で
も
、
個
人
の
尊
厳


ゃ
、
両
性
の
本
来
の
在
り
方
に
つ
い


て
、
色
々
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が


あ
る
。
家
庭
と
い
う
小
さ
な
社
会
に


も
、
や

っ
ぱ
り
基
本
的
人
権
を
尊
重


し
な
い
と
い
け
な
い
と
思

っ
た
。
 

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス


ト
入
賞
作
文
集
か
ら
)
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勝浦町図書館利用状況 平
成
五
年
度

図
書
館
利
用
者

三
万
二
千
人
を
突
破

貸
出
図
書

二
万
五
千
冊
余
り

平
成
二
年
八
月
町
民
各
位
の
ご
援

助
に
よ
り
め
で
た
く
開
館

い
た
し
ま

し
た
勝
浦
町
図
書
館
も
、
本
年
三
月

末
で
三
年
七
ヶ
月
を
過
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

開
館
当
初
は
、
県
立
図
書
館
よ
り

図
書
を
借
り
て
急
場
を
し
の
ぐ
あ
り

さ
ま
で
、
利
用
者
の
み
な
さ
ま
に
は

多
大
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
横
瀬
財
産
区
の
ご
援

助
に
も
あ
ず
か
り
、
平
成
四
年
五
月

に
は
長
年
借
用
し
て
い
た
県
立
図
書

館
の
図
書
も
総
て
返
済
す
る
こ
と
が

で
き
、
み
な
さ
ま
の
ご
要
望
に
も
お

応
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

平
成
二
年
度
は
年
度
途
中
の
開
館

の
た
め
、
表
は
削
除
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
平
成
三
年
度
か
ら
年
度
別
図
書
館

利
用
状
況
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま

ず
、
利
用
者
数
、
貸
出
冊
数
、

ビ
デ
オ
、
�
 

と
年
を
追

っ
て
順
調

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

平
成
五
年
度
は
、
東
四
国
国
体
の


た
め
、
図
書
館
の
利
用
者
も
減
少
す


る
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
て
い
ま
し


た
が
、
そ
の
よ
う
な
心
配
も
杷
憂
に


過
ぎ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
て
い
ま


す
。
ま

た
、
本
年
度
は
大
人
の
利
用
者

が
著
し
く
増
加
し
た
こ
と
で
す
。
こ

の
好
ま
し

い
傾
向
を
発
展
さ
せ
る
た

め
、
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
を
中
心
に
広
範
�
 

固
な
分
野
に
わ
た

っ
て
新
刊
書
の
購

入
に
努
力
し
て
い
る
次
第
で
す
。
新

刊
書
は
あ
く
ま
で
も
新
刊
書
で
あ
り
、

新
古
書
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
新

刊
書
の
購
入
に
努
力
し
、
新
聞
書
評

に
出
た
時
は
既
に
書
棚
に
並
ん
で
い

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
中
学
生
、
高
校
生
も
試

験
勉
強
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
り
、

今
で
は
閲
覧
の
狭
あ
い
さ
を
案
じ
て

い
る
程
で
す
。
ま
た
、
生
比
奈
小
学
校

の
二

・
三
年
生
が
見
学
に
来
館
さ
れ
、

思
い
思
い
に
図
書
、
ビ
デ
オ
を
借
り

て
帰
ら
れ
る
な
ど
町
を
あ
げ
て
の
ご

協
力
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
坂
本
地
区
や
そ
の
他
の

遠
隔
地
の
方
々
に
は
ご
不
便
を
来
た

し
て
い
る
と
存
じ
ま
す
が
、
役
場
に

こ
ら
れ
た
折
、
ち
ょ

っ
と
図
書
館
に

も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

映
像
に
よ
る
情
報
社
会
と
豊
か
さ


と
を
引
き
換
え
に
多
忙
な
日
々
を
過


し
て
い
る
現
在
で
は
、
静
か
に
読
書


に
ふ
け
る
余
裕
も
な
く
、
読
書
離
れ


が
進
行
し
、
文
部
省
も
こ
の
対
策
に


苦
慮
し
て
い
る
今
日
、
我
が
勝
浦
町


は
健
全
な
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
こ
と


に
こ
の
上
な
く
喜
び
を
感
じ
て
い
る


と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
長
年
に
わ
た


る
小
中
学
校
の
先
生
方
の
読
書
推
進


教
育
の
お
か
げ
と
、
今
さ
ら
な
が
ら
感


謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

勝
浦
町
の
秀
れ
た
文
化
を
継
承
し
、

一
人

一
人
が
読
書
を
通
し
て
知
識
と

情
操
を
高
め
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
一

助
と
し
て
、
今
後

一
層
、
気
軽
に
図

書
館
の
ご
利
用
を
切
望
い
た
し
ま
す
。
�
 

⑧
⑧
⑩
⑨

臼
万
部
販
売
超
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

南
仏
プ
口
ヴ
ァ
ン
ス
の
ロ
ヶ
月

昔
か
ら
「
青
い
鳥
」
の
物
語
の
よ

五
月
の
図
書
館
行
事
と
休
館
日

安
土
曜
こ
ど
も
映
画
会

午
後
二
時

1
三
時

食
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

日
目

安
休
館
日

1
日

・
2
日

・
9
日
�
 

う
に
、
人
は
現
実
に
満
足
で
き
ず
常

に
何
か
を
求
め
て
さ
ま
よ
い
歩
く
。

テ
レ
ビ
の
「
遠
く
へ
行
き
た
い
」

も
ほ
の
か
な
夢
を
求
め
る
視
聴
者
の

心
理
を
と
ら
え
た
作
品
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
現
実
か
ら
の
逃
避
は
誰

も
が
抱
い
て
い
る
心
理
で
あ
る
。
そ

の
希
望
を
南
仏
プ
ロ
ヴ

ァ
ン
ス
に
移

り
住
ん
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
報
告
が
、

こ
の
作
品
で
見
事
我
々
の
期
待
に
応

え
て
く
れ
た
エ

ッ
セ
イ
で
あ
る
。

ヲ貨安� 
3 休
日� 5 5 

4 
月月 館

お
日

・
羽
田

・
白
日

の

お

知

ら

せ

¥-

、、

回

7
日

・
�
 日

-
日
�
 

H

n

-m日日

・

-
M

日 2 

日 日� 

図

書

整

理

日

月

曜

休

館

日

5
日
は
開
館
し
て
ま
す

年度 利用者数 貸出冊数 ビデオ貸出� CD貸出� 

3 20，645 19，027 5，070 

4 

5 

25，348 

32，276 

22，814 

25，407 

6，467 

8，878 

1，292 

1，793 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
図書館だより

MUS04
テキストボックス
図書紹介

MUS04
テキストボックス
休館のお知らせ
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花
見
酒
に
わ
か
悶
に
て
座
に
つ
け
ず

棚

肝

北

島

ア

サ

ノ

彼
岸
入
り
吾
が
名
を
忘
る
友
と
会
い

春
暁
や
花
待
つ
紅
き
ボ
ン
ボ
リ
が

中

山

谷

尻

松

雄

遠
足
の
子
等
の
石
け
り
花
の
寺

菜
種
梅
雨
ふ
る
三
日
目
の
遍
路
か
な

横

瀬

日

下

智

世

子

啓
塾
や
父
の
作
っ
た
離
乳
食

木
の
芽
吹
く
従
藍
の
子
ら
門
を
出
て

横

瀬

田

中

久

子

堰
落
ち
る
水
の
波
紋
や
柳
脆

梅
散
り
し
古
木
に
雨
の
し
ず
く
か
な

坂

本

美

馬

直

枝

与
え
た
る
魚
も
食
べ
ず
描
の
恋

孫
に
煮
し
お
か
ゆ
を
吾
も
共
に
食
べ

立
川

堀

梅

子

次
⑮
⑨
⑥
⑧
集


宛

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

T
E
L

二
|
四
五
八
三

農村環境改善センターからのお知らせ

ギャラリー天狗岳 5月のご案内

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
天
狗

岳
」
大
峰
展

(
三
月
)

故
藤
野
文
次
郎
氏
遺
作

展
(
四
月
)
に
は
大
勢

の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ

き
ま
し
で
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
五
月
の
「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
天
狗
岳
」
で
は

勝
浦
町
川
柳
ク
ラ
ブ
の

方
々
の
作
品
展
を
下
記

に
よ
り
開
催
い
た
し
ま

す
。
非
常
に
・
お
忙
し
い

時
期
で
す
が
、
お
繰
合

わ
せ
ご
覧
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

平
成
六
年
度
水
田
営
農
活
性
化

対
策
(
転
作
)
に
ご
協
力
を
/

今
年
も
水
稲
の
転
作
を
左
記
の
要

時

五
月
十
八
日
同

1

五
月
三
十
日
同

(五
月
二
十
四
日
の
火
賊
日
は
休
館 
) 

(木
眼
目
は
午
後
八
時
ま
で
開
館 
)

場
所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

第
一
回
稼
勢
山
展
に
つ
い
て

私
達
の
郷
土
勝
浦
町
の
シ
ン
ボ
ル

の
香
残
る
子
の
部
屋
子
供
の

ロμ昏
る
る
ま
で
野
に
い
て
母
の
日
母
知

ら

ず

生

名

丸

山

香

月

も
の
の
芽
の
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
息
づ
き

ぬひ
な
供
養
の
ぼ
り
し

っ
ぽ
り
濡
れ
し

ま

ま

生

名

滝

口

松

月

屋
根
の
児
の
す
ね
た
風
し
て
春
の
空

楓
の
芽
衣
解
か
れ
転
勤
す

生

名

石

田

白

萩

川
柳
の
ゆ
る
る
タ
川
舟
留
り

思
春
期
か
娘
は
五
月
雨
に
部
屋
ご
も

る

生

名

倉

橋

テ

ル

咲
き
満
ち
て
ぼ
ん
ぽ
り
淡
く
春
の
宵

青
空
に
風
に
た
な
び
く
鯉
の
ぼ
り

生

名

小

西

典

子

残
り
種
友
に
も
ら
い
で
春
彼
岸

人
形
と
視
線
の
逢
い
し
流
し
び
な

中

角

岡

本

は

つ

え

甘
え
た
き
母
亡
き
母
の
日
を
偲
ぶ

遍
路
パ
ス
降
り
る
輪
袈
裟
の
運
転
士

沼

江

駒

津

光

洋

地
蔵
堂
登
る
石
段
初
音
聞
く

彼
岸
会
に
霊
園
香
炉
に
風
な
び
く

棚

野

谷

新

太

郎

笥
の
真
空
パ
ッ
ク
に
つ
い
て

現
在
、
実
習
室
で
は
毎
日
多
数
の

方
が
笥
の
真
空
パ
ッ
ク
を
な
さ
っ
て

お
り
ま
す
。
一
度
に
は
え
て
く
る
笥

を
保
存
食
用
に
、
ま
た
ご
親
戚
や
お

友
達
へ
の
贈
り
物
用
に
、
笥
の
真
空

パ単
に
で
き
ま
す
の
で
、
始
め
て
の
方

ク
詰
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
簡

y

稼
勢
山
を
題
材
に
し
た
写
真
、
絵
画
、

書
道
、
短
歌
、
俳
句
、
作
文
、
そ
の

他
稼
勢
山
に
ま
つ
わ
る
い
ろ
い
ろ
な

作
品
を
一
堂
に
集
め
て
、
第
一
回
稼

勢
山
展
を
催
し
た
ら
と
計
画
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
時
期
は
年
末
ま
た
は

来
年
早
々
の
予
定
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

~ 

iG' 

」
H
『

講 演可巴==冒
 

勝浦町では、町民の豊かな知性と、郷土を愛する

心を養い「住んでよく 訪れてよいまち 阿波勝浦」

を目指し 、様々な行事を実施しております。

平成 6年度の社会総合大学の開講式を記念して、

次のとおり講演会を開催します。

多数の町民の皆様のご来場をお待ちしております。

記
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

廻
転
釜
は

一
度
に
二
十
回
コ
ン
テ

ナ
ー
四
分
の
一
位
煮
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
農
協
の
購
買

部
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
詳
し
い
こ
と
は

改
善
セ
ン
タ
ー
(
二 
|
三
三 

婦

人

の

家

O
O
)

(二 

|
三
三
二
四
)

に
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-日時 平成  6年 5月19日(木曜日)

社会総合大学開講式 午前  9時30分

・場所 勝浦町住民福祉センタ  3階大ール

・記念講演開演	 午前10時00分

(講演時聞は約 1時間30分)

j寅題 「まちづくり 裏方さん」 

講師 I鳴門市婦人会連合会参与 

岡市ボランテイア支援の会会長


領
で
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
の

五

月

五

日

締

切

り

短

歌

一
人

一
首

六
月
五
日
締
切
り

川
柳

一
人
一
首

で
、
ご
協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

社会総合大学開講式

た
し
ま
す
。

詩
の
こ
み
ち

短
歌
・俳
句
・
川
柳
募
集

あ
て
先

あ
て
先

締
切
り

一
、
受
け
付
け
期
間

五
月
十
五
日
ま
で
。

平
日
の

午
前
八
時
三
十
分

1
午
後
五
時

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

短
歌
一
人
一
首

川
柳
一
人
一
句

中

角

豊

田

明

二
、
受
け
付
け
場
所

勝
浦
町
産
業
課

三
、
持
参
す
る
も
の

印

鑑

四
、
そ
の
他

俳
句

一
人
二
句

い
づ
れ
も
五
月
二
十
日

不
明
な
点
は
産
業
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

先生持挙管 企

回

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
記念講演



四
月
三
日
・
四
日
の
二
日
間
、

チ
ー
ム
で
好
試
合
が
続
き
、
決

生
比
奈
小
学
校
と
勝
浦
中
学
校

両
体
育
館
で
地
区
対
抗
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

が
、
ま
た
女
子
は
山
西
掛
対

A 勝
は
男
子
は
横
瀬 

山
の

A

A
7

対

対
戦
と
な
り
、
総
合
力
で
横
瀬

男
子
九
チ 

ム
、
女
子
十

一

l

沼
江

・
石
原
の
対
戦
と
な
り
接

戦
の
末
、
山
西
掛
が
優
勝
し
ま

し
た
。

n園
地
区
対
抗
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
八
チ 

A
7

山

第
一
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ 

シ
ョ
ン
祭

I

町
予
選
出
場
チ 

ム
グ

l

昨
年
ま
で
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
の
名

称
で
親
し
ま
れ
て
い
た
大
会
で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
及
び
軟
式
野
球
は

登
録
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
予
選
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
登
録
を
希
望
さ
れ
る

チ 
l
ム
は
、
五
月
十
三
日
働
ま
で
に
、

町
教
育
委
員
会
で
手
続
き
を
行

っ
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
予
選
は
五
月
下
旬
か
ら

実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

-
部
門

(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)

成
年
男
子
の
部

壮
年
男
子
の
部 

((
却
歳
)

ωm
l

募


集
第10回勝浦町

歳
以
上
) 

家
庭
婦
人
の
部

実
年
の
部
(
印
歳
以
上
)

(
軟
式
野
球
)

壮
年
の
部

ω( 

-
参
加
資
格

・
町
内
に 
6
か
月
以
上
(
日
月
上
旬

現
在
)
引
き
続
い
て
居
住
し
て
い

る
こ
シ
」
。 

-
年
齢
は
、中
央
大
会
(
日
月
上
旬
)

開
催
日
前
日
を
基
準
と
し
て
計
算

し
ま
す
。

-
開
会
式

※
試
合
は
ダ
ブ
ル
ス
戦
、
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
ま
す
。

-
申
込
み

教
育
委
員
会 

・
締
切
り

5
月
初
日
制

・
参
加
料

無

料

※
会
場
は
勝
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

雨
天
の
場
合
は
勝
中
体
育
館

・

市

甲

品

月

車
問
出
相

生

名

横
瀬

横
瀬 
B A

与
川
内

坂

本
山
西
掛

棚

野
坂

本
星

谷

与
川
内

山
西
掛

黒

岩

棚
・
久

中

山

横

瀬

中

角
沼

・
石

今

山

亘通元--理事E・地区対抗ノずレーボール大会


l

l

困

優 勝 生名

準優勝� 横瀬

毎
年
恒
例
の
地
区
対
抗

分
を
フ
ル
に
戦
い
、
同
点
。
フ
リ
ー
ス

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ロ 

の
末
、
生
名
が
優
勝
し
ま
し
た
。

三
月
二
十
二
日
か
ら

選
手
の
み
な
さ
ん
、
お

つ
か
れ
さ

二
十
五
日
ま
で
の
四
日
間
、

ま
で
し
た
。

勝
浦
中
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

ム
で
熱
戦

坂

本

棚

野

横

瀬

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
決
勝

生

名

は
生
名
と
横
瀬
の
対
戦
と

横

瀬

な
り
、
生
名
の
ス
ピ
ー
ド

中

山

に
対
し
て
、
横
瀬
は
高
さ

山
西
掛

で
対
抗
、
前
・
後
半
四
十

星

火

口

第が、

A女子優勝 山西掛チーム� 

横瀬A

今山

血熱戦を展開する女子決勝

〈女子〉 優 勝 山西掛 〈男子〉 優 勝

準優勝 沼江・石原 準優勝

¥J 

、

⑧⑫⑧⑧⑧ 

ソフトテニス大会

成
年
の
部
(
社
会
人
で
年
齢
制
限

な
し
)

歳
以
上
の
男
子
)

5
月
幻
日
幽

級
(
初
心
者

)
5
月
幻
日
幽

5
月
お
日

ω 

級
(
中
級
者

)
5
月
却
日
間

A B

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
スポーツだより　地区対抗バレーボール大会

MUS04
テキストボックス
第22回地区対抗バスケットボール大会

MUS04
テキストボックス
参加者募集



〆園、� 
1 

‘、『� 

4
勝
浦
ラ
ジ
コ
ン
ク
ラ
ブ

長
ク
ラ
ブ
準
優
勝
(
県
下
選
抜
大
野
大
会
)

去
る
四
月
二
日
か
ら
三
日
間
、
県
下

選
抜
大
野
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ラ
ジ
コ
ン
と
い
う
の
は
、
電
波

生
比
奈
ク
ラ
ブ
は 

信
号
で
模
型
の
車
等
を
操
縦
す
る
も
の

昨
年
秋
完
成
し
た
星
谷
運
動
公
園
を

で
す
。

町
内
の
方
が
十
九
名
で
、
日
曜
日
ご

楽
し
く
そ
し
て
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
レ
ー

ス
を
し
た
い
。

小
学
生
の
方
を
大
歓
迎

し
ま
す
」
と
の
こ
と
で
す
。

い
つ
も
練
習
し
て
い
る
の
は
、
星
谷
運
動
公
園
の

一
番
東
側

の
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
に
、

コ
ー
ス
を
仮
設
し
て
行

っ
て
い

ま
すや
。

l


l

hv

っ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
米
川
満
之
さ
ん
(
電
話

畳
二
|
四
一
三 

0
・
夜
二 

四
六
三
四
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑧⑥⑧⑨⑧⑧⑧@⑨
大
き
さ
は
、
台


座
か
ら
の
高
さ
九


十
セ
ン
チ
、
縦
七


十
セ
ン
チ
、
横
百


セ
ン
チ
の
黒
み
か


げ
石
づ
く
り
で
す
。

町
役
場
へ
こ
ら


れ
た
時
に
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。 と

に
星
谷
運
動
公
園
に
集
ま

っ
て
操
縦

の
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。
代
表
の
米
川

さ
ん
は
、
「
自
然
に
固
ま
れ
た
場
所
で
、

町
内
チ
ビ
ッ
子
の
み
ん
な

柔
道
を
習
お
う
グ

県
大
会
で
が
ん
ば
る
友
だ
ち

世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
柔
道
を
習

い
、
礼
儀
正
し
く
元
気
な
明
る

い
子
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
世
界
で
、
十
数
万
人
の
子

供
た
ち
が
、
日
本
で
始
ま
っ
た

柔
道
を
習
っ
て
お
り
、
健
康
で

明
る
い
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
負

け
な
い
元
気
な
友
だ
ち
が
育
っ

て
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

町
内
の
方
な
ら

男
女
を
間
わ
ず
誰
で
も
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。 

-
練
習
日
毎
週
火
・
木
曜
日

場

所

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

横
小
体
育
館

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
今
回
、
ラ
ジ
コ

ン
愛
好
家
の
グ
ル

ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

国体開催記念碑建立 5hZF黒戸東大野


回
戦
福
井
若
竹
を
凶
対
日

2
回

戦

岩

脇

を 

6
対
0 

3
回

戦

櫛

測

を

日

対 

1

準

決

勝

大

野

を

日

対 

3
と

連
破
し
、
決
勝
戦
で
は
立
江
に 
5
対 
0

と
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
見
事
準
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

児
童
数
の
減
少
に
よ
り
、
生
一
比
奈
ク

ラ
ブ
も
少
数
の
メ
ン
バ
ー
で
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
た
だ
い
ま
新
入
部
員
を

募
集
中
で
す
。

い
っ
し
ょ
に
汗
を
流
し

ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
勝
利
の
よ
ろ
こ

び
と
感
動
を
グ 

前
面
に
、
前
町
長
桜
木
義
夫
氏
自
筆
に
よ
る
東
四

国
国
体
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
出
会
い
競
い
そ
し
て

未
来
へ
」
の
文
字
を
刻
み
、
裏
面
に
は
勝
浦
町
開
催

種
目
の
「
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
」
「
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
」
の
開
催
年
月
を
入
れ
て
あ
り
ま
す
。

昨
年
秋
、
勝
浦
町
民
あ
げ
て

大
成
功
の
う
ち
に
幕
を
と
じ
た

東
四
国
国
体
の
開
催
を
記
念
し

て
、
勝
浦
町
役
場
入
口
に
記
念

碑
を
建
立
し
ま
し
た
。 

回

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
少年野球生比奈クラブ準優勝（県下選抜大野大会）

MUS04
テキストボックス
星谷運動公園だより



町民の安全
お願いします

勝
浦
町
交
通
安
全
フ
ェ
ア
開
催

多
発
す
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

交
通
安
全
に
関
す
る
各
種
実
演

・
展
示
等
を

行
い
、
町
民
が
交
通
安
全
に
つ
い
て
、
目
で

見
て
、
手
で
触
れ
、
ま
た
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
高
揚
を
図

る
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

一
、
開
催
月
日


平
成
六
年
五
月
二
十
九
日
(
日
)


午
前
十
時

1
午
後
三
時


二

、

場

所

勝
浦
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

三
、
参
加
自
由

四

、

名

称

ゆ
ず
り
あ
う
心
が
か
よ
う
阿
波
の
道

明
日
に
つ
な
げ
よ
う
安
全
の
こ
こ
ろ

五

、

主

催

、
勝
浦
町
・
勝
浦
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会 

4/15 

交通安全

Jに� 

一 …一
4

¥J 

同� 

キャンペーン

実 施�  

~ r安全運転に気をつけて」 と

ドライバーに記念品を渡す交

通安全協会の方々� f

自動等税は納期内に
自動車税の納期限は� 5月31日です。納期内に納めてくださし、。

領収書に添付されでいる納税証明書は、車検の際に必要です

から、大切に保管しでください。

横
瀬
警
察
官
駐
在
所

こ
の
度
の
定
期
異
動
に
よ
り
ま
し
ま
だ
一
週
間
あ
ま
り
し
か
た
ち
ま 
…

警
部
補

て

、

四

月

一

日

に

せ

ん

が

、

想

像

し

て

い

た

以

上

に

よ

一

横

瀬

警

察

官

駐

在

所

長

い

土

地

だ

と

感

じ

て

お

り

ま

す

。

一

今

村

康

次

と
し
て
着
任
、
勤
務
す
る
こ
と
に
な
今
後
は
、
さ
ら
に
犯
罪
や
交
通
事

一

り

ま

し

た

今

村

康

次

で

す

。

放

の

な

い

、

安

全

で

住

み

よ

い

町

づ

前
任
地
の
阿
南
警
察
署
か
ら
転
勤
く
り
の
た
め
地
域
の
み
な
さ
ま
の
お

し
て
く
る
際
に
、

役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

十

勝
浦
町
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

一

て
、
人
柄
は
よ
く
、
民
情
豊
か
で
、
た
し
ま
す
。 

…

治
安
の
よ
い
、
交
通
事
故
も
少
な 

…

し
町

だ
と
向
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

アルミ缶回収場所

平 成 �  6年� 5月� 16日(月)� 

tm区 回収場所

坂 本 勝浦郡農協坂本出張所

与 川 内 イシ 与川内出張所

横� j頼 勝浦郡農協勝浦支所

中 山 消防詰所横

棚 聖子 河川敷ゲートボール場横

久 国 役場庁舎裏

生 名 生名集会所(東林庵)

星� FhE1 星谷橋北詰ゴミフェンス横

黒 岩 中央縞北詰ゲートボール場フェンス

~、 山 今山橋北詰ゴミフェンス横

沼江 ・石原 石原ゴミフェンス横

掛谷 ・山西 勝浦郡農協生比奈支所

中 角 農村婦人の家 ・馬越ゴミフェンス横

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
に
ご
協
力
を


分
け
れ
ば
資
源

混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ

ゴ
ミ
の
減
量
化
・

資
源
化
に
つ
い
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

回
収
日
の
朝
九
時
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
必
ず
名
前
を
記
入

し
て
だ
し
て
く
だ
さ
い
。

交通事故相談日� 
日 時	 5月25日(水)

午前� 9時から午後� 4時まで

場所小松島中央会館

相談員 新井 淳

※お気軽にご相談ください。

交通事故のご相談は

相談センターへ(無料)

社団法人 日本編害保険協会

徳島自動車保険請求相談センター

徳島市西船場回T1 -14明治生命徳島ピル� 6階

電話� 0886-22-5279 

-専門の相談員が親身になってご相談に応

じます0

・相談日	 月曜から金臨

午前� 9時30分~午後� 4時40分

・弁護士相談日 毎月第� 1・3水i曜日

午後 1 時~4 時

。電話のご相談もお受けします。
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入居者募集 久保住宅


〆園、、

五
、
家
賃
お
よ
び
敷
金O

O円

…
小松島市葬斎場

坂
本
地
区
に
あ
る
町
営
久
保
住
宅
の
入
居
者
を
つ
ぎ
の
と

お
り
公
募
し
ま
す
。

一
、
入
居
申
込
受
付
期
間

平
成
六
年
五
日
九
日
聞
か
ら

平
成
六
年
五
月
二
十
四
日

ωの
間

二
、
入
居
申
込
先

町
役
場
環
境
衛
生
課
(
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
)

三
、
入
居
資
格

付
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方
、
あ
る

い
は
今
後
、
町
内
在
住
が
可
能
な
方

同
既
婚
者
で
あ
り
、
子
供
が
い
る
方


同
収
入
が
定
め
ら
れ
た
枠
内
に
あ
る
こ
と


側
家
賃
及
び
敷
金
を
支
払
う
能
力
を
有
す
る
こ
と


国
入
居
者
に
は
、
連
帯
保
証
人
二
名
を
要
す
る
こ
と

四

、

選

考

5 月� 29 日 (日)

士蕩 所 時 間

JA坂本事業所� 
午前� 9 :30 

9 :40 

与川内公会堂前� 
午前� 9 :50 

10 :00 

JA勝浦郡本所� 
午前10 :10 

10 :20 

勝� j甫町役場�  
午前10 :30 

10 :40 

生名センター前� 
午前10 :50 

11 :00 

)J券浦会館�  
午前11 :10 

11 :20 

古 山 商 底 横 �  
午前11 :30 

11 :40 

JA生比奈支所� 
午前11 :50 

12: 00 

犬の登録と

狂犬病
予防注射に

ついて

日 手呈 表� 

勝
浦
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る
。

次
の
日
程
で
予
防
注
射
を
行
い
ま

す。

今
年
度
は
、
こ
れ
が
最
後
で
す

の
で
、
受
け
て
い
な
い
方
は
最
寄
り

の
場
所
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

-
登
録
料

二
千
二
百
円

-
注
射
料

二
千
八
百
円

不用犬の

買い上げ日

犬の放し飼いは

やめましょう。� 

5月25自体)

月

額

二

ハ

、
五

敷
金
家
賃
の
三
か
月
分

一…一 …十

…
 

E
L
O

十 …十…一 …一…

O

どるあ

回

六
、
入
居
時
期

七

、

戸

数

八

、

規

模

等

一
階
平
面
図

小
松
島
市
葬
斎
場
条
例
の
改
正
に

平
成
六
年
六
月
一
日
(
予
定
)

二
戸

使用料の改正について

O
手
術
肢
体
、
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

D
K

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建 

3

床

面

積

六

二

・
七
五
五
ば

二

階

平

面

図

よ
り
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
、

葬
斎
場
の
使
用
料
が
次
の
と
お
り
改

正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

O
大
人 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
各
種
の
催
し
を

開
催
し
、

一
時
的
ま
た
は
臨
時
的
な
飲
食

庖
営
業
等
を
行
お
う
と
す
る
場
合
、
あ
ら

か
じ
め
所
轄
の
保
健
所
に
相
談
し
、
届
出

ま
た
は
許
可
申
請
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

届
出
ま
た
は
許
可
申
請
を
行
う
人
は
、

業
者
ま
た
は
催
し
の
主
催
者
で
あ
り
、
定

め
ら
れ
た
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
、
ご

連
絡
は

小
松
島
保
健
所 

O

一
体
に
つ
き
三
万
六
千
円

小
人
(
死
産
児
を
含
む
)

一
体
に
つ
き
一
万
八
千
円 

(T

八
八
五
三
|
二
|
一
二
三
五
)
ま
で

祭礼等の催しに伴い行われる

※
「
小
人
」
と
は
、
十
二
歳
未
満 

の
方
の
こ
と
で
す
。

る
も
の

一
件
に
つ
き 

八
千
四
百
円

骨

産
汚
物

一
件
に
つ
き

四
千
二
百
円

飲食庖営業等の取扱いについて 5月11自体)� 
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ま
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伝
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O

O

N
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回

5 月 の 健 康行事
お問い合わせは環境衛生課、保健婦へ

日 日程 内 容 受付時間 土嘉 所 文サ 象 者
持参する

もの イ也� 

9 月 ツベルタリン反応検査 13:30~ 
坂本小学校

横瀬小学校�  

小 学� 1 年生 と� 

2年生の一部の人�  

11 水
ツベルクリン反応検査判定と� 

B C G 接 種
13:30~ イン� 

BCG接種は

判定結果で陰性の人�  
問 診票�  

13 金� l歳� 6か月児健康診査�  13:30~ 14 : 00 勝浦病院
H4. 9. 1 ~11. 30までに

生まれた子� 

問診票�  

母子手帳
l:f.カ、� 

17 火 ツベルクリン反応検査�  13:30~ 勝浦中学校
中学校�  1 年生と�  

2年生の一部の人�  

19 木
ツベルクリン反応検査判定と� 

B C G 接 種
13:30~ ク� 

BCG接干重は

判定結果で陰性の人�  
問 診票�  

20 金 乳 児 健 康 圭p~人' 』フ豆忙 13: 30~14 :30 勝浦病院�  
H5.9. 1 ~ H6.3.31まで

に生まれた子� 
母子手帳� 

24 火 ツベルクリン反応検査�  14:00~ 生比奈小学校
小 学� 1 年生と�  

2年生の一部の人

25 水

健 康 相 ミ首幸LdKc 10:00~11 :30 勝浦会館 自主 住 民 健康子l帳� 

ポリオ生ワクチン投与 13 :30~14: 30 
農村環境改善

センター�  
生後 3 か月 ~48か月未満

問診票�  

母子手帳

26 木
ツベルクリン反応検査判定と� 

B C G 接 種
14:00~ 生比奈小学校� 

BCG接種は

判定結果で陰性の人�  
問 診票�  

・
一
刻
も
早
く
医
師
の
診
察
を
受
け
る
。

・
上
勝
町
診
療
所
(
上
勝
町
福
原
)

か
古
ふれ
た
ら

|
小
松
島
保
健
所 
|

五
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は 

ま
む
し 

の
出
没
期
で
す
。
も
し
ま
む
し
に
か
ま
れ

た
ら
応
急
処
置
を
し
て
、
一
刻
も
早
く
医

師
の
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

応
急
処
置
と
受
診 

-
傷
口
よ
り
心
臓
に
近
い
と
こ
ろ
を
強
く

し
ば
る
。

-
十
五
分
に

一
回
は
、
し
ば
り
を
解
い
て

血
を
通
し
、
ま
た
し
ば
る
0

血
清
の
保
管
場
所

-
勝
浦
病
院

(
勝
浦
町
棚
野 
)


電

話

二 

|
二
五
五
五


電

話

六 

三

三

・
上
勝
町
第
二
診
療
所
(
上
勝
町
正
木
)

電

話

五 

1
0
一
五
二
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健康づくりはわが家の食車から
 
It-トI

成人病予防のためには、食生活をどう過ごすかが重要なポイン

卜と なります。わが家の食生活はどうですか? 家族がば、らば.ら

に食事をするケースがふえていませんか。食事はただ食欲を満た

すだけではなく 、楽しく語り合いなカずら 、家族みんなが心をふれ

合う場でもあります。食事は家族がそろ って食べるようにして、

わが家の食卓を� “健康色"に染めあげましょう 。

，園、、

五

、、./

日l 

わが家の食生活の大目標は…・.
厚生省の調査に よ ると 、 日本人が摂取する栄養素の中で、一般的にとりすぎな

のが動物性脂肪と食塩。 これに対して、唯一不足しているのがカル シウムで、す。

脂肪のとりすぎは心臓病、食塩が多 くなると高血圧や脳卒中、カル シウ ム不足は
ニつモ世Jしよう

骨がもろくな る骨粗松症の原因になります。 わが家の食生活に目標をたて、家族

みんなが健康づくりにつとめましょう 。

健康づぐりのための

(2
わが家の食生活 )成長期のための責主活指針

因 子どもと親を結ぶ粋としての ⑦楽しもう、一家団らんおいしい
厚生省は「健康づくりのための食生活指針(対象 食事 一一乳児期一一 食事

特性別)Jを策定しました。個々人の特性に応じた、 ①食事を通してのスキンシップを ⑨考えよう 、学校給食のねらいと

大切に 内容分かりやすい、具体的な
②母乳で育つ赤ちゃん、元気 ⑨つけさせよう、外に出てからだ

目擦が示されています。
③離乳の完了、満� 1歳 を動かす習'慣を

わたしたちの家庭でもぜ
④いつでも活用、母子健康手帳

ひ、活用しましょう 。 固 食習慣の基礎づくりとしての

食事 一一幼児期一一

①食事のリズム大切、規則的に

|(1)成人病予防のための食生活指針| 
②何でも食べられる元気な子

健
康
前
つ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
指
針

(対
象
特
性
別

③薄味と和風料理に慣れさせよう

固 いろいろ食べて成人病予防

・主食、主菜、副菜をそろえ、目標は� 1日30食品

・いろいろ食べても、食べ過ぎないように

回 日常生活は食事と運動のバランスで

・食事はいつも腹八分目

・運動十分で食事を楽しもう

団 減塩で高血圧と胃がん予防

・塩からい食品を避け、食塩摂取は� 1日109以下

・調理の工夫で、無理なく滅塩

回 脂肪を減らして心臓病予防

・脂肪とコレステロール摂取を控えめに

.動物性脂肪、植物油、魚油をバランス良く

回 生野菜、緑黄色野菜でがん予防

・生野菜、緑黄色野菜を毎食の食卓に

固 食物繊維で便秘・大腸がんを予防

・野菜、海草をたっぷりと

回 カルシウムを+分とって丈夫な骨づくり� 

.骨組松症の予防は青壮年期から

・カルシウムに富む牛手� L、小魚、海草を

固 甘い物はほどほどに

・糖分を控えて肥満を予防

団 禁煙、節酒で健康長寿� 

④与えよう、牛乳 ・乳製品を十分に

⑤一家そろって食べる食事の楽し

さを

⑥心掛けよう、手づくりおやつの

素晴らしさ

⑦保育所や幼稚園での食事にも関

心を

⑨外遊び、?親子そろっで習慣に� 

B都品手持

弘三:!w
¥i 
回 食習慣の完成期としての食事

一一学童期一一� 
①� 1日3食規則的、ハランスとれ

たよい食事

②飲もう、食べよう、牛乳 ・乳製品

③十分に食べる習慣、野菜と果物

④食べすぎや偏食なしの習慣を

⑤おやつには、いろんな食品や量

に気配りを

固 食習慣の自立期としての食事

一一思春期一一
①朝、昼、晩、いつもハランスよ

し、食事

②進んでとろう 、牛乳・乳製品を

③十分に食べて健康、野菜と果物

④食べすぎ、偏食、ダイエッ卜に

はご用，心

⑤偏らない、加工食品、インスタ

ン卜食品に

⑥気をつけで、夜食の内容、病気

のもと

⑦楽しく食べよう 、みんなで食事

⑧気を配ろう、適度な運動、健康

づくり

.禁煙は百益あってもー害なし ⑥加工食品、インスタン卜食品の

・百薬の長アルコールも飲み方次第 正しい利用
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〈平成� 6年度国保会計当初予算〉

34，619千円

総務費� 10，
 

繰入金� 
その他� 2，585千円� 1% 

予備費� 33A99千円� 6% 
その他� 16856千円� 3% 


国民健康保険税
 

154，747千円
 

26% 


，� 

660千円� 

国庫支出金
 

264，371千円� 44% 


j国民健康保険被保険者数

一般被保険者� 
(内老人保健該当 

退職被保険者� 
合 計� 

的問、教，

、黒� 

(平成6年� 4用� 1日現在)

2.218名
593名)� 

199名� 
2.417名
944世帯� 

平成� 6年度の� 1人当たり医療費を

405
'
，197円見込んでいます。

(自分の健康は自分で守ろう) 

E保はみんなのるの

今後、高齢化社会を迎えるにあたって、ますます

国保の役割は大きくなっていくことが予想されます。

そのようなとき、国保がピンチに立たされていたら

大蛮です。

私たち 人ひとりが国保を守り育てていかなけれ

ばなりません。国保はみんなのもの、そして一人ひ

とりの助け合いで運営されているのです。医療費を

上手に使う、保険税をきちんと納めるー こんな心

がけ一つで、国保はみなさんとともにいつまでも歩

み続けることができるのです。

国保税は、被保険者となった月から課税されます。
「加入の手続きをしたとき」で、はありません。
被保険者となる月とは、職場の健康保険をやめたとき、あるいは他の市

区町村から転入しで住み始めたとき。
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⑧⑧⑧⑥ 

保険料免除制度をご存知ですか?


〔申請免除〕

県知事に免除の申請を行い、承認された場合に


保険料が免除されます。


① 所得がないとき。� 

② 	 地方税法上の障害者または寡婦で、所得がー
/圏、、 

定額以下のとき。� 

③ 	 その他保険料を納付することが困難な特別の


理由があるとき。
 

④ 	 20歳以上の学生で、本人に所得がなく、親元


の収入が一定基準以下の場合。


※ 	 保険料の免除が承認される期間は、申請した


月の前月から年度末までの間となりますので、� i 

4月から翌年の� 3月までの� 1年間の免除を希望
 

: される場合は、� 5月末までに役場の国民年金係� 

i へ申請の手続きをしてください。

農林漁業、商業等の自営業者や学生のみなさんは、

国民年金の第� 1号被保険者として、所得額にかかわら

ず月額11，100円(平成� 6年度価格)の保険料を納める

こととされています。

しかし、長い加入期間のうちには経済的な理由等に

より、保険料を納付することが困難な場合もあります。

このよ うなときのために、国民年金には保険料の免除

制度が設けられています。

なお、免除制度にはその理由により次の二種類に分

けられています。� 

〔法定色除〕� 

町に届出をすることにより、その聞の保険料の

納付が免除されます。

① ー・二級の障害基礎年金、障害厚生年金また

は障害共済年金を受けている場合。� 

!② 生活保護法による生活扶助を受けている場合。

を
含
有
す
る
除
草
剤
の
使
用
を
中
止 

C
N
P 

C ，ー、、，� 

N
P

こ
の
こ
と
か
ら
、
徳
島
県
で
は
販
売

業
者
と
検
討
し
た
結
果
、 

を
含

C
N
P

有
す
る
除
草
剤
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

(ク
ロ
ル
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ン 
)

を
含
有
す
る
除
草
剤
は
、
水
稲
、
大
根
、

人
参
、
ご
ぼ
う
、
白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

林
業
苗
ほ 

(杉
、
ひ
の
き
)
及
び
日
本

芝
に
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

を
含
有
す
る
除
草
剤 

(成

を
含
む
製
品
)
は
使
用
し
な

I

C

N

P

M

O

し
か
し
、
厚
生
省
残
留
農
薬
安
全
性
評

八刀

、。

価
委
員
会
か
ら 

の
安
全
性
評
価

C
N
P

に
つ
い
て
、 

と
胆
の
う
が
ん
の
発

C
N
P

生
と
の
因
果
関
係
の
有
無
が
明
ら
か
に

な
る
ま
で
は
、 

の
一
日
摂
取
許
容

C
N
P

量
を
設
定
し
な
い
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

と
、
評
価
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、 

の
製
造
業

C
N
P

者
は
、 

を
有
効
成
分
と
す
る
農

C
N
P

2

今
後
の
雑
草
防
除
が
効
果
的
に
行

わ
れ
る
よ
う
、
県
、
市
町
村
、
農
協

は
代
替
農
薬
の
使
用
指
導
を
行
う
。

販
売
業
者
は
、 

を
含
有
す

C
N
P

3
る
除
草
剤
の
返
品
を
受
け
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
業
改
良
普
及

所
ま
た
は
農
薬
販
売
屈
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

M

O

薬
(
成
分 

を
含
む
製
品
)
の
製
造
、

販
売
を
自
粛
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

平成6年分個人住民税

特別減税を実施.ゲ

当
面
の
経
済
情
勢
へ
の

対
応
と
し
て
、
平
成
六
年

度
の
個
人
住
民
税
に
お
い

て、

一
年
間
限
り
の
特
別

措
置
と
し
て
定
率
に
よ
る

特
別
減
税
が
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
。

一
、
特
別
減
税
は
、
個
人

住
民
税
所
得
割
額
か
ら
特

別
減
税
の
額
を
控
除
し
ま

す
。

二
、
特
別
減
税
の
額
は
、

平
成
六
年
度
分
の
個
人
住

民
税
所
得
割
額
の
二
十
パ

ー
セ
ン
ト
相
当
額
と
し
、

二
十
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額

が
二
十
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、

二

十
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

三
、
特
別
減
税
の
実
施
方
法

開
給
与
所
得
者
(
特
別
徴
収
)
の
場

ムロ均
等
割
額
及
、
び
所
得
割
額
と
も
に

平
成
六
年
六
月
及
び
七
月
分
を
徴
収

せ
ず
、
特
別
減
税
額
を
控
除
し
た
後

の
年
税
額
を
同
年
八
月
か
ら
翌
年
五

月
ま
で
の
十
ヶ
月
で
徴
収
し
ま
す
。

伺
事
業
所
得
者
等
(
普
通
徴
収
)
の
場

ムロ特
別
減
税
額
を
控
除
し
た
後
の
年

税
額
を
、
平
成
六
年
六
月
か
ら
翌
年

の
一
月
ま
で
の
八
ヶ
月
で
徴
収
し
ま

す
。
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大
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江
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西

岡

大

井

v-
!

l

l

:

E
P
j
田

E
-
-

/
羽
力
方

大
字
棚
野

字
竹
園

大
字
三
渓

字
東
浦

大
字
三
渓

字
林

大
字
棚
野

字
高
階

大
字
坂
本

大
大
伏
尾

町職員人事異動

岡

参
事

6J2J 

戸
籍
の
窓


3
月
刊
日 
1
4
月
日
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
渓
字
小
川

山
本
晴
義
(
位
歳
)

大
字
生
名
字
山
ノ
神

漬
田
由
雄
(
倒
歳
)

大
字
坂
本
字
目
減

谷
富
士
夫
(
乃
歳
)

大
字
三
渓
字
川
原

山
口
勝
子
(
仙
歳
)

大
字
生
名
字
平
野

山
崎
裕
見
子
(
叫
歳
)

大
字
三
渓
字
宮
平

生
家
房
太
郎
(
位
歳
)

大
字
生
名
字
北

井
出
玉
雄
(
制
歳
)

善

意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

夜間救急当番表

3
月
日
日 
1
4
月
日
日

l

前
野
芳
夫
さ
ん
(
今
山
)

l

山
本
順
子
さ
ん
(
与
川
内
)

浜
田
武
雄
さ
ん
(
生
名
)

ト
ボ

勝
浦
町
ゲ

匿

名

(

中

角

)

ル
協
会

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

(敬称略)

和寛町�  

¥

大

字

沼

江

字

山

路

大

森

お
誕
生
お
め
で
と
う

義
尚
/
長
女

喜

世

枝

¥

葉

勝浦病院�  2-25555月①日

赤岩医院�  2-20065月③日⑤⑧ 
2-2555勝浦病院5月⑤日

、~~

6-0302と相談 5月7日 上勝診療所�  

5月9日 勝浦病院�  2-2555 

日(創6月5 5月11日 山西医院�  2-3027 

月� 13日(創5 5月13日 勝浦 病 院 �  2-2555 

月� 20日(創5 
5月⑬日

5月17日

湯浅医院�  

勝浦 病 院 �  

2-2003 

2-2555 

月� 27日樹5 5月19日 赤岩医院�  2-2006 

勝浦病院�  2-25555月21日
-時間 午前10時~午後� 3時

6-03025月23日 上勝診療所
・内容 人権・行政・厚生・福祉

勝浦病院�  2-25555月25日
・場所 住民福祉センタ� -2階

2-3027山 西 医 院5月27日

勝浦病院�  2-25555月⑫日

2-2003湯浅医院5月31日

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで

休日� 午後� 7時から翌朝� 9時まで

す

わ
ま

合

り

い

お

問
て

お

し

に

付

軽

え
又
担
一川

い

誹 

↑
円山

斗

で

、

だ
C

日

で

く

U平

の

せ 

寒
山
章
夫
/
長
女

ま
す
み
¥
春

宮
本
孝
史
/
長
男

美
香
¥

勇

岩
佐
誠
明
/
長
男

ま

み

¥

範

上

平

等

/

長

女

ゆ
か
り
¥
瑞

次
の
と
お
り
、
町
職

員
の
人
事
異
動
が
、
三

月
一
日
及
び
四
月
一
日

付
で
あ
り
ま
し
た
。

、ー

-日時

F

7

4

ff

¥

大

{

子

生

名

字

東

福

良

ト
ト 

貴 久 也 香 月 美司子毅

勝
浦
会
館
五
月
行
事

各
種
講
座
開
講

勝
浦
会
館
で
は
、
「
身
近
な
啓
発
か

ら
」
を
基
本
に
近
隣
地
域
と
の
交
流

を
中
心
と
し
て
、
各
種
講
座
を
開
講

し
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
が
、
生
花
教
室
以
外
の
講
座

を
受
講
さ
れ
る
方
は
、
開
講
式
に
直

接
会
館
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

6
日
幽 

着
付
教
室

(
開
講
式
)

6
日
幽

習
字
教
室
(
開
講
式
)

日
日
附

踊
り
教
室
(
開
講
式
)

ロ
日
同

陶
芸
教
室
(
開
講
式
)

ロ
日
制

手
芸
教
室
(
開
講
式
)

時
日
例

踊
り
教
室

目
日
同

陶
芸
教
室

日
日
同

手
芸
教
室

初
日
幽

着
付
教
室

却
月
也

習
字
教
室

初
日
幽

生
花
教
室
(
開
講
式
)

お
日
附

踊
り
教
室

初
日
同

陶
芸
教
室

部
日
以
附

手
芸
教
室

各
講
座
と
も
午
後
8
時
か
ら
開
講

し
ま
す
。
(
手
芸
教
室
、
陶
芸
教
室

は
午
後 
7
時
初
分
か
ら
、
習
字
教
室

は
午
後 
7
時
開
講
)
時
間
厳
守

な
お
、
大
正
琴
教
室
を
六
月
に
開

講
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
紙
粘
土
教

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

企
画
開
発
課

課

長

信

政

等

産

業

課

(
国
体
室
長
)

係

長

大

島

信

明

教
育
委
員
会

心配

マ++++++λγ+φ+++φ・0+ιマ+・、ャ++φ
占
.
。
占

勝
浦
病
院

時

看
護
婦
津
野
り
き
江
(
新
規
採
用
)
問

中
陽
裕
美
(
新
規
採
用
)

ま
た
、
次
の
方
々
が
退
職
さ
れ
ま

し
た
。
長
い
間
、
ご
く
ろ
う
さ
ま
で

し
た
。

中

陽

マ

チ

子

(勝
浦
病
院
看
護
婦
)

高

木

福

恵

山
室
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

(
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
) 

技技 建
自市
補師 設� 

課笠
木
義
弘
(
同
技
師
補
)

松

本

博

史

(
国
体
室
主
事
補
)

(
)
内
は
旧
任
で
す
。

五松
画通�  
~I月 B 山

発
耕一

桑博
務

沼
江
保
育
所

用

務

員

岡

本

ひ

ろ

子

(給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
)

給
食
セ
ン
タ
ー

調

理

員

樫

本

由

紀

(
沼
江
保
育
所
用
務
員
)

(
企
画
開
発
課
係
長
)

係

長

松

下

義

和

(
国
体
室
係
長
)

、』ノ� 

¥J 
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